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Abstract: Inferred salinity-controlled molluscan fossil associations were analyzed in the Upper

Cretaceous (upper Albian to Cenomanian) Goshonoura Group in Goshonoura-jima, west Kyushu,

Japan. Species diversity indices of the association for autochthonous and indigenous associa-

tions were calculated, along with the general observation of the stratigraphy, sedimentary

facies and mode of fossil occurrence. ０ｎ the basis of the previously established relation between

species diversity and salinity, distribution of the molluscan fossil associations is reconstructed

in relation to salinity. The inferred salinity controlled the distribution of epifaunal bivalves.

such ａｓ Ｓｅｐtifeｒ ｃｒｅｓｓｅａtｉｆｏＴＴａｉｓ, Ｂｒａｃｈｉｄｏｎtｅｓ ｍａｓhifeenｓiｓ. Ｃｒａｓｓｏｓtｒｅａ ｆｅａｉｉｊａｕｃｈｉｄｅｎｓiｓ and

Ｍａtｓｕｍｏtｏａ ｕniｓｕlc.ａtａ　ａnd gastropods, such as Ｏｌｉｇｏｐり公ｓ ｐ＾lｒａＴｎｉｄａｅｆｏｒmiｓ and Ｍｅｓｏ-

ｇｌａｕｃｏｎｉａ ｓp. Besides salinity, sediment texture influenced the distribution of infaunal bivalves,

such ａｓ Ｔｅtｏｒia ｓhiｓｈｉｊｉｍｅｎｓiｓ. Ｔｅtｏｒia　ｍａtｓｕｍｏtoi， Ｐｓｅｕｄａｓａｐｈｉｓ ｊｏｐｏｎｉｃａ and Ｐｕlｓidiｓ ｏｋａｄａｉ，

These two factors are interpreted to affect the distribution of infaunal bivalves such as

Ｅｏｍｉｏｄｏｎ　ｍａtｓｕhaｓｅｎｓiｓ and yvｅｍｏｃａｒdiｕｍ(7＼ｌｅｍｏｃａｒdiｕｍ)ｋｙｕｓhｕｅｎｓiｓ.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに

　九州の天草地方に分布する白亜紀アルビアン後期からセノマニアンの御所浦層群には，これまで

しばしば汽水性とみなされてきた貝類群集が多数含まれている．これらの貝類群が汽水域のものと

されてきたのは，（1）練皮動物，サンゴ類や腕足類など，狭塩性の海生動物化石を産しないこと，

（2）カキＣｒａｓｓｏｓtｒｅａやシジミガイ科(Corbiculidae)のＴｅtｏｒia，など，現在汽水域に生息してい

るグループの二枚貝を含んでいる，（3）シジミ類に先がけて汽水域に適応したと考えられる

Ｎｅｏｍｉｏｄｏｎtidaeの個体を多く含んでいる，（4）これらの貝類群を含む堆積物がデルタ環境で形成
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されたと考えられる，などの点に基づいて判断されたためと思われる．：　]

　一方国外では, Hudson (1963), Hudson ｄ at.(1995)√F面sich(1981, 1994)など，ジュラ系を

中心に汽水生底生動物群集の古生態学研究が進展七でいて,/すでに多くﾆの成果が出ている．これら

の研究では，汽水環境を認定する基準として，生物に関係しない基準(堆槙相解析によって復元さ

れる古環境的な背景，石膏などの自生鉱物)，生物に関係した基準(群集の組成，多様度，殻形態，

サイズ分布，化石の保存状態，共産する微化石),ごまかこれら‥とは独立な情報である化石殻の同位

体組成，を利用している．このように，さまざまの証拠にもとづいて復元が行われており，その復

元は信輯匪が高いとみてよいだろう. Fiirsich(1994) =は√それまでの中生代の汽水域化石群集の研

究を総括し，ジュラ紀において汽水域の底生動物群集に現れるダケサには二枚貝類が多く，

Neomiodontidae, Corbulidae, Mytilidae, Bakevellidaeバsognomoni血ｅこそ七てカキ類であり，

これら汽水域の底生動物群集の種組成は時代ととも犬に変北しできたが，その形態類型

(ｍｏｒphotype)の組成は，中生代から現在に至るまイ驚jくけど変化Lﾑﾑていない，と結論している．

　本稿はこれらの研究を基礎として，熊本県天草郡御所浦町の御所浦島(図１)に分布する白亜系

御所浦層群の汽水域員頚群の古生態を再考しようとするものである.〉層序=一堆積根などの全般的な

観察をふまえた上で特に群集の種多様度に注目レ汽水域貝類群集の塩分や底質の粒度組成による

分布規制を吟味することを目的として研究を行った.‥　　………

図１　御所浦島の位置と調査地点（＊j印）

　御所浦層群を対象とした古生物学的研究はきわめて多いが,:代表的なものだけでもMatsumoto

(1960), Matsumoto and Amano (1964), Amano (1962), Matsumoto and Tashiro (1975),田代・

松田(1983 a・b), Tashiro and Matsuda (1983, 1986), T･ashiroand Takatsuka (1991)などがあ

る．また古生態を扱った研究としては, Amano (1962)↓岩崎ふ坂本(1981),松田(1985)などが

ある. Amano (1962)は，御所浦層群産化石群を３群集に分けた．これば，淡水域一汽水域などの

群集をまとめ工つの群集としているなどかなり粗い区分であり，ﾚ化石の組成によって分類したもの
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というよりは，生息環境を大区分したものであった．岩崎・坂本(1981)は御所浦層群産の二枚貝

類・腹足類についてさらに細かくｎの群集に分け，岩相によってその生息環境を復元し七いる．彼

らは,　Ｃｒａｓｓｏｓtｒｅａ ｆｅａｉｏａｕｃｂｉｄｅｎｓiｓを卓越種とするＯｓtｒｅａ群集，7＼leｒｉｎｅａ　ｓp.を卓越種とする

Ｎｅｒｉｎｅａ群集などが汽水域と考えられる潮間帯付近に分布していたと考えた．また，松田(1985)

は，岩崎・坂本とは別に，獅子島の御所浦層群の二枚貝群集を11に分け，岩相からＰｓｅｕｄａｓaphiｓ

μ

そして，これら汽水群集には，他にＭａtｓｕｍｏtｏａ ｕniｓｕｌｃＱtａやＥｏｍｉｏｄｏｎ　ｍａtｓｕbaｓｅｎｓiｓ,

Ｔｅtｏｒia ｓhiｓhijinｘｅｎｓiｓ，ＢｒａｃＫ.ｉｄｏｎ.tｅｓｍａｓｈｉｆｅｅｎｓiｓ，Ｎｅｍｏｃａｒdiｕｍ(Nemocardium)ｆｅ-ｖｕｓｈｕｅｎｓiｓ，

Ｃｒａｓｓｏｓtｒｅａｋ（ａかａｕｃｈｉｄｅｎｓiｓ，Ｐｕlｓidiｓsp. などが含まれると述べた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地質概要

　御所浦島に分布する地層の大半を占める本層群は，おもに砂岩から構成され，裸岩や泥岩を繰り

返しはさんでいる．御所浦島における本層群の下部は，特徴的な色調の赤紫色の泥質岩，また河川

堆積物と考えられる粗粒砂岩や傑岩を特徴とする陸成層および汽水成層から構成され，上位に

ＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａやＰａｃｈｙtｈａｅｒｕｓなど海生貝類を含む海成層へと変化したあと再び汽水・陸成層と

なり，そして再び海成層へと変化する．最上位では汽水・陸成層から極浅海の堆積相へと変化して

いる．つまりここには海進海退の堆積サイクルが２サイクル半認められることになる．田代

(1993)は，日本各地の白亜紀の地層と二枚貝化石について総括した中で御所浦層群について触れ，

｢……上方根粒化の堆積相を繰り返しながら，全体的には若くなるほど粗粒堆積物や汽水生，まれ

に淡水性動物化石群に富むような，"デルタ的堆積相と見ることができる｣と述べている．

　御所浦島の本層群は松本(1938)によって層序区分がなされた．岩相に基づいて下部(=く[層]，中

部(Ｈ層)，上部(Ⅲ層)に区分され，さらにＩ層がａ・b，且層がａ-ｅと各部層に区分された．さら

に, Tamuｒａ ｅt al (1968)は，Ⅲ層をさらにａ-d層の各部層に区分した．最近では，塚脇(1995)

が，御所浦島の御所浦層群を烏帽子層・江ノ口層・唐木崎層に区分した．これら３層はそれぞれ，

松本(1938)の工ａ部層，ｌｂ部層およびＨ層，ｍ層に相当している．汽水生貝類群は特に工ｂ部層

およびｎｂ・ｄ部層(江ノロ層下・中部)，ｍａ･c層(唐木崎層)に発達しており，淘汰が悪く，有機

物に富む泥質砂岩と砂質泥岩の互層から産する．また生痕化石Ｔｈａｌａｓｓｉｎｏｉｄｅｓが特徴的で，潮汐

流の存在を示すブレイザーヘッディングを伴うことが多い．

　　　　　　　　　　　　　　　　調査方法および研究方法

　本研究では，複数の汽水生化石貝類群集を含む露頭条件の良い江ノロ(l a･b 部＝烏帽子層およ

び江ノロ層下部)，古屋敷(ｍａ部層＝唐木崎層下部)，高松(ｍｂ部層＝唐木崎層下部)，唐木崎

(ｍｂ・ｃ部層＝唐木崎層中部)，林道古屋敷線沿い(ｍｃ部層＝唐木崎層上部)の５地点(図１)を選

び，計33層準(厚さ15-lOOcm ；図２)で，50個体を目標として貝化石の同定とそれぞれの計数およ

び産状の観察を行った．汽水域と推定される層準ではすべて50個体を越える計測を行うことができ

た．淡水域および海水域の地層では，露頭の制約により計測数が50個体に達しなかったが，これら

の層準では堆積構造などによって環境解釈を行っているので，大きな支障はないと考えられる．

　一般に，汽水環境は，塩分が少ないほうから順に, oligohaline(0.5-5パーミル), mesohaline (5

-18パーミル), brachyhaline (18-30パーミル)と３段階に区分されている(Oertli, 1964).このう

ち, oligohalineとmesohalineの境界付近(塩分５パーミル)で群集を構成する種数が最も少なく，
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図２　調査地点の柱状図に同定・計測を行った層位を示す．柱状図の横に示した堆積相区分は，次の通り．陸

　　から海に向かう配列の順に，①赤色岩(陸成堆積物)，②淘汰不良な斜交層理砂岩，③チャネル成砂棟岩，

　　④有機物を多く含む，淘汰不良な泥質砂岩・砂質泥岩，⑤ブレイザーヘッディングを示す細粒砂岩・泥

　　岩の細互層，⑥比較的よく淘汰された斜交葉理砂岩・平行薬理砂岩
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海水環境に近づくほど多くなることが知られている(Remane, 1958). Fiirsich(1994)によると，

中生代の化石群集においても同様であることが確認されている．またFursich(1994)は，塩分が

多いほど産出する種の個体数が均等になることを述べている．

　しかし，種数を正確に表すには個体数100-1000程度の標本を鑑定する必要があるが，これは多

くの層準について調べようとすると実行困難となる．そこで本研究では，均等度と種数によって多

様度の値が決まることから種数の代わりに多様度を用い，化石の産状分析により自生または同相的

と認められる化石群だけを選び，個体数の計数値から群集の多様度(H'; Shannon-Weaver' s func-

tion)を算出した．計算方法は以下の通りである.

　　Ｈ'＝－Σni/NXlog2 ni/N

　　(ni: 1層準中の１種の個体数，Ｎ：１層準中の総個体数，ｓ：種数)

　本研究においては，まず堆積相の観察に基づいて大局的な古環境を推定した．そして，堆積相に

よる環境復元が難しい部分に関してはFiirsich (1994)に従い, oligohalineの範囲を除けば，丁塩

分が多くなるほど群集の多様度が大きくなる｣という塩分と多様度の関係が，過去にも適用できる

ものとして過去の塩分を推定した．また，分布を規制する塩分以外の要因として，岩相うまり底質

の粒度組成を考慮して分析を行った．

貝類化石の産出状況

　今回調査を行った地点には，海水環境と淡水環境を示す堆積相がそれぞれ繰り返して見られる．

磨滅した汽水生貝類を含み，平行葉理や斜交葉理の見られる均質な中粒砂岩は海浜（上部外浜）の

堆積相と考えられる．この堆積相は，潮汐チャネル付近で形成されたと考えられ，海水域，あるい

は海水域に近い汽水域の堆積物と考えられる．淡水環境を示す堆積相は，連続性に乏しく，有機物

を多量に含む淘汰の悪い泥質の細粒砂岩で，河川チャネルの構造を示しており，淡水性とされる二

枚貝Ｔｒｉｇｏｎｉｏｉｄ.ｅｓが生息姿勢を保持した状態で含まれている．また，ここには赤色岩や薄い石炭

層も見られる．本稿で，汽水生貝類群集と位置づけている化石群は，これら海水環境と淡水環境を

示す堆積相と接した地層に含まれている．

　その汽水生貝類群を多様度の高い順に並べかえて，群集の組成の変化を見てみると，個々の種の，

多様度に対する分布は決してランダムとはならず，ある一定のパタンを示すものが多い（図３）．

すなわち，ある一定の多様度の値の範囲に特徴的に産出する種が少なくない．また，多様度との関

連が薄く，広範囲の塩分環境に現れると推定されるものや，岩相つまり底質によって分布が規制さ

れると推定されるものもあった．以下に，このような作業から浮かび上がってきたパタンにしたがっ

て，推定される分布について述べる．まず，これら汽水域の貝類群集について述べる前に，隣接し

て現れる淡水域，そして海水域の貝類群について述べておく．

汽水環境に近い海水域，および淡水域の二枚貝

Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ)ｙｅｈａｒai

　本種は，平行葉理や斜交葉理の見られる均質な中粒砂岩から産出することから，上部外浜に相当

する海水環境，あるいは海水域に近い汽水環境に生息したと考えられる．破片化し，磨耗した汽水

生二枚貝の密集する薄層や汽水域から運ばれて堆積したと考えられる腹足類〇ｌｉｇｏｐり盾ｓ

ｐｙｒａｍｉｄａｅｆｏｒmiｓが見られることから，具体的な生息場は潮汐チャネル付近であったと推定され
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る．古屋敷(Ⅲａ部層＝唐木崎層下部)ではしばしば合弁の状態で本種が見つかる．本種を含む化

石群の多様度の値が0.2と低いのは，環境ストレスが高く，現在でも生物群集の多様度の低い上部

外浜という環境のためだろう．まれではあるが，本種は汽水生貝類が合弁で産出する地層からも産

出することを考えると，汽水域にも分布したものと思われる.

Pteroぴigonia (Pterotrigonia)ｓａｋａ}-

　Pterotrigonia (Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ)ｙｅｈａｒaiと同様，平行葉理や斜交葉理の見られる中粒砂岩や裸質

な粗粒砂岩から産出する．このことから，汽水に近い海水環境である潮汐チャネル付近から上部外

浜にかけて生息したと考えられる．ただし，明らかにトラフ型～プラナー型の斜交層理を示す裸質

な粗粒砂岩からも産出することや汽水生貝類が自生または同相的な産状を示す層準からは産出しな

いことから，ｐ.　'ｖｅｈａｒａいこ比べ，より海水環境側に生息したものと推定できる．古屋敷(ｍａ部層＝

唐木崎層下部)，鳥ヶ峠付近(ｍｄ部層＝唐木崎層上部)では合弁個体も見られ，唐木崎(ｍｃ部層＝

唐木崎層上部)では生息位置のまま産出した．本種を含む化石群は，Ｐ．ンｅｈａｒaiの場合と同様，多

様度が0.2-0と低い値を示す．

Ｔｒｉｇｏｎｉｏｉｄｅｓ(Ｋｕｍａｍｏtｏａ)mifｕｎｅｎｓiｓ

　本種が産出するのは連続性にきわめて乏しい，有機物を多量に含む淘汰不良の泥質細粒砂岩で，

河川による放棄チャネルの構造を示している．このことから，淡水域に生息したと考えられる．高

松(Ⅲb部層＝唐木崎層下部)からは本種だけで産出し，そのうち比較的多くの個体が生息位置で

保存されている．単独で産出するため，多様度の値はＯと最も低い．

分布がおもに塩分に規制される汽水性二枚貝（図３）

　以下，塩分が多い環境に生息すると推定された二枚貝から順に，産状や古生態について記述する.

Ｓｅｐti

　本種の合弁個体は得られていないが，保存状態が良いことや共に産する他の二枚貝が合弁で産出

することから生息域で埋没したものと考えられる．表生種でもあり，こう歯構造も単純なため離弁

しやすかったのであろう．多様度の値が3.7-3.6の層準に産出する傾向にあり，塩分が多い環境か

ら中間的な環境を好んで生息していたと推定される．産出頻度は低く，産出する層準も比較的少

ない．

ＢｒａｃｈｉｄｏｎtｅｓｍａｓＭｆｅｅｎｓiｓ

　本種の合弁個体は得られていないが,　Ｓｅｐtifeｒ ｃｒｅｓｓｅｎtifoｒmiｓの場合と同様，生息域内で堆積

したものと判断した．多様度の値が3.7-3.5の範囲にやや多く産出する傾向がある．このことから，

塩分が多い環境を好んで生息していたと考えられる．多様度の値が2.9のところにもやや多く見ら

れるが，多産する層準が１つあったためである．それを除くと，多様度の低い層準には産出数が少

なかったり，産出しないところが多い.

Ｃｒａｓｓｏｓtｒｅａｈａｗａｕｃｈｉｄｅｎｓiｓ

多様度の値が3.7-3.0の層準から産出する．とくに，密集した産状を示したり，大型の個体が産

出するのは，多様度の値が3.2付近と中間的な値の層準に多い．離弁で産出する個体が多いが，調

査地以外の露頭において，上部外浜の堆積相へと移り変わる若干シルト質な中粒砂岩から大型で合

弁のものがコロニーを成した産状が観察でき，潮汐チャネル付近の汽水域にも多く生息していたと

思われる．こういったことから，塩分の多い環境から中程度の塩分の汽水環境に生息していたと考

えられ，現生のマガキの生息域と似た生息環境が推定できるレ

Ｍａtｓｕ.ＴＯｏtｏａ７ｊ,niｓ7j.lf:ａｔａ

　分布の範囲は比較的広く，多様度が3.7-2.5の範囲にわたるものの，合弁で産出したり，多産し
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たりするのは3.2-3.1の範囲であり，これぐらいの中程度め塩分環境を好んで生息していたと考え

られる．合弁個体は少なく，離弁個体が多い．また√‥合弁個体や大型め個体が得られたのも同じく

この範囲内である．　　　　　　　　　　　　　　：　　　　＼　１　　･●　ス　　　･/･

分布がおもに塩分に規制される汽水性腹足類(図３)　　　　　ノ：

　二枚貝に限らず他の底生動物にも，ある一定の多様度の範囲内に特徴的に産出する種がある．本

研究ではとくに，特徴的に産出する大型の腹足類についてだ叶記述する．岩崎・坂本(1981)は，

これら以外の多くの腹足類の分布について報告している.

Ｏｌｉｇｏｐりｘiｓｐ＾jｒａｍｉｄａｅｆｏＴＴｎｉｓ　　　　　　　　　　　　　　土

　多様度の低い層準に特に集中して産出するズングリ型と√多様度の低い層準から中間的な層準に

多産するスリム型との2 type に分けられ，以下，それぞれAtype (ズングリ型)とB type (スリム

型)と呼ぶことにする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　/

　[Ａ type]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　殻頂の角度が37°前後で，Ｂ typeに比べて殼長が短くズングリした形である．多様度の値が2.5

-1.8の層準に特徴的に多産する傾向にあり，塩分の少ない環境を好んで生息していたと考えられ

る.

　[Btype]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　‥‥‥J　　　j

　殻頂の角度が約30°で, Atype Iこ比べて殻長が長ぐスリ小な形でめる．多様度の値が3.1-1.8の

層準に多産することから，塩分の少ない環境から坤間的な塩分の環境を好んで生息していたと推定

できる．また，前浜の環境を示しているＰ妙T・trigonia (Ｐtｅｒｏtｎｇｏｎｉａ)ｙｅｈａｒaiやp. (P.)

ｓafeafeｕｒaiの産出層準からも産出するが，汽水域から運ばれたもの〕と思われる.

Ｍｅｓｏｇｌａｕｃｏｎｉａ　ｓp.　　　　　　　　　　　　　　　十　．．　‥‥‥,=　‥．‥　∧　．･

　螺層に１本の強い螺肋が見られるのが特徴的である．多様度が3.3-3.0の層準から多産しており，

ほぼ中間的な塩分で，　Ｏｌｉｇｏｐt"yｘiｓ　ｐ-ｙｒａｍｉｄａｅｆｏｒmiｓ[Btype]しより塩分のやや多い環境を好んで

いたと推定できる．　　　　　　　　　　　　　．　　……=　．･･･． ･･･：･．　で･･　/.･　　　　　　　・

狭塩性分布を示しなおかつ底質の影響も認められる汽水生二枚貝（図3, 4)

Eｏｍｉｏｄｏｎ.　ｍａtｓiibaｓｅｎｓiｓ　　　　　　　　　　　　　　　‥　‥‥‥‥‥　‥‥‥

　離弁個体が多いが，合弁個体もわずかに得られた. 3.7-3.5と多様度の値の高い，そ七て泥質な

極細粒砂岩から産出する傾向にある．このことか一ら,I塩分が高い極細粒砂の底質を好んでいたと考

えられる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　　……万…………万I　，

j＼Ｔｅｍｏｃａｒdiｕｍ　fe＾iｕｓｈｕｅｎｓiｓ　　　　　　　　　………………　1‥‥‥　　　‥‥

　ほとんどが離弁個体であるが，合弁個体もいぐらか産出する↓=産出自体は，多様度の値が3.7-

2.5という広い範囲におよんでいる．しかし，合弁個体や大型の個体が得られたのは, 3.0-2.9の範

囲であり，自生産状を示すもこの範囲内である．したがってよ特に中程度の塩分の範囲を好んで分

布していたように見える．また，こういった産状を示す岩相は細粒砂岩であ=ることから，細粒砂の

底質を好んで生息していたと思われる．つまり，塩分と底質の粒度組成の両方の影響が認めら

れる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　　1●………　……ﾔ

分布がおもに底質に影響される汽水性二枚貝（図４）ト　し　ぺ

　多様度にはあまり関係なく広い塩分の範囲に産出し，し底質よづて分布が規制されると考えられる

二枚貝について，以下に記述する．　　　　　　　：　パ　　　　∇
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図４　岩相（底質）と汽水生貝類との関係．産出頻度が商い順に10サンプルを抜き出し底質別に分類
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Tｅtｏｒiaｓhiｓfiijimenｓiｓ

　多様度の値が3.7-1.8という，ほとんど全領域から産出する．自生個体，合弁個体，大型個体と

も，多様度のきわめて低い範囲(2.7-1.8)を除く，広い範囲にわたって認められる．合弁個体や自

生産状を示すものが比較的多い．泥質の細粒砂岩から多産する傾向にあることから，細粒の砂質底

を好んで生息していたと考えられる．

Ｔｅtｏｒｉａｍａtｓｕｍｏtoi

　多様度の値が3.7-1.8という，ほとんど全領域から産出し，合弁個体や自生産状を示すものが比

較的多い．自生個体，合弁個体，大型個体とも，多様度のきわめて低い範囲(1.8)を除く，この広

い範囲にわたって認められる．砂質シルト岩から多産する傾向にあり，シルト質底を好んで生息し

ていたと考えられる．したがって，底質の粒度組成の違いによって乃toria shis師匠ensisと棲み

分けしていたと考えられる.

Ｐｓｅｕｄａｓａｐｈ,iｓｊａｐｏｎｉｃａ

　本種も，多様度の値が3.7-1.8という，ほとんど全領域から産出する．自生個体，合弁個体，大
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型個体とも，多様度の高い範囲(3.7-3.6)を除く，こめ広い範囲にわたらて認められるトしかし，

幅広い塩分の範囲から産出するとはいっても，上記のＴｅtｏｒiat種と比べると↓わずかに多様度の

低い，言い換えれば塩分の少ない範囲に分布の中心があるように‥見えるご唐木崎(ⅢＣ部層＝唐木

崎層上部)では自生産状を示すものが少なくなく，他の調査地でも合弁個体が多い．殻が薄いため

破損していることが多いが，それに混じって合弁個体も比較的多く産出する．泥質の細粒砂岩に多

産する傾向にあり，細粒の砂質底を好んで生息していたと考えられる.　Ｔｅtｏｒia　ｓhiｓ面面ｅｎｓiｓと

共に産出する傾向にある.

Ｐｕlｓidiｓｏｋａｄａｉ　　　　　　　　　　　　　　　　･･

　上記３種ほどではないが，多様度の値が3.7-2.7という，広い多様度め範囲から産出する．離弁

個体が多いが，少ないながら合弁個体も得られ砿:砂質のシルド岩から多産する傾向にあり，シル

ト質底を好んで生息していたと考えられる，Ｔｅtｏｒia　ｍａtｓｕｍｏtoiと＼共産する傾向にある．

　以上述べてきた，汽水域を中心とした貝類群の分布を仮想的な沿岸地形の上に配置して図示した

(図５)．なお，分布は特に目立って分布する範囲を示しである。　　ｊ

　　　　　　　．４　

ｌ　　　

ｕ√＼＼｣… …………

∧
,鳥十

:‥

　　　凡例

回]泥質砂岩

に回砂質泥岩

□中粒砂岩

Ｓ]篠混じり砂岩

腹足類

　ＯＮｇｏｐｔｙｘiｓ ｐｙｒｅｍｉ･ｄａｅｆｏｒmi･s(A type)

　011･ｇｏｐtｙｘi'ｓ ｐ ｙｒａｍｉ ｄａｅｆ ｏｒｍ jｓ(Ｂ type)

　Ｍｅｓｏｇｆａｕｃｏｎｉ･∂sp.

二二二

。

｀Ｓ

Ｓｅｐｔifoｒｃｒｅｓｓｅｎtifoｒｍs･ｓ　　　－

Ｂｒａｃｈｉｄｏｎtｅ,

平平二

　　Ｍａtｓｕｍｏtｏｅ ｕni1ｓｕｉｃ８ｔe

　　A(ｅｍｏｃｓｒdiｕｍ ４

　　Ｔｒｉｇｏｎｉｏｉｄｅｓ ｍtfｕｎｅｎｓiｓ

　　ＰｓｅｕｄａｓBpbi･ｓ　ｌａｐｏｎrｃａ

　　Ｔｅｔｏｒia ｓhiｓhiμｍｅｎｓiｓ

ニＴｓtｏｆｊａ ｍａtｓｕｍｏtoi

し.=Ｐｕlｓidiｓ.ｏｋｓｄａi

図５　御所浦層群の貝類の分布モデル(主に汽水生貝類について)

Ｓ
・
一
命
争
一
心

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考察とまと=,めヤ　ダ………=1………　II

　熊本県御所浦町に分布する御所浦層群は，海成層と=淡水成層を繰=万り返し，堆積のサイクルを形成

している．この海成層と淡水成層に層位的に隣接して=，シジノミの仲間やカレキ類など，現在汽水域に

生息する貝類を含む化石群が見つかる．これら個々の化石群の多様度を算出して，この値の大小の

順に並べかえ，種組成との関連をみてみると，一定の多様度の値の範囲に産出する種が少なくない
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ことがわかる．このことは，個々の貝類の分布と群集の多様度との間には何らかの関係があること

を示している．このことはまた，｢(oligohalineの範囲を除く)汽水域では，塩分が多くなるほど化

石群の多様度が大きくなる｣というFiirsich (1994)の仮定が妥当であることの傍証とも言える．

実際，本稿に述べたように，多様度の大小を塩分の多少に置き換えて考えると，これら化石貝類の

分布を合理的に説明することができる．したがって，本研究の結果は, Remane(1958)が現生生物

について示した塩分と種数の関係が白亜紀においても成立していることを，間接的に示しているも

のとも言える．この考えに立つと，御所浦層群に産出する汽水域およびその周辺の貝類の分布につ

いて，以下の結論が得られる．

１．大多数のサンカクガイ類は海生種であったと考えられている．御所浦層群に多産するサンカク

　ガイ類の中では，堆積相の観察からみて， Ｐtｅｒｏｔｒｉｇｏｎｉａ(Ｐtｅｒｏtｒｉｅｏｎｉａ)ｓafea}とp.(P.)

　ｉ^ｅｈａｒaiが，エネルギーレベルの高い潮汐チャネル付近の粗粒の底質に生息していたと考えられ

　る．なかでも，に).(Ｐ.)ンｅｈａｒaiは汽水生と推定している貝類群ともしばしば共に産出すること

　から，汽水環境にも分布していたと推定できる．

２．これまで淡水性と推定されてきている二枚貝Ｔｒiｓｏｎｉｏｉｄｅｓ　mifｕｎｅｎｓiｓは，泥質で有機物に富

　み，放棄河川と思われるチャネル構造を示す堆積物の中に，本種だけが密集しており，生息位置

　で保存された個体も少なくない．また，本稿で汽水生と推定している貝類群と同じ地層から産出

　することはまれで，産出しても保存が悪く流れ込みの可能性が高い．このような産出傾向は，７.

　mifｕｎｅｎｓiｓが淡水性であるという推定が妥当であることを示す．

３．汽水域に生息すると推定された種群の中で，狭い多様度の範囲，すなわち狭い塩分の範囲（狭

　塩性的）に分布が限定されると推定される種には，塩分の多い環境から順に，　Ｓｅｐtifeｒ ｃｒｅｓｓｅｎti-

　/ｏＴＴｕiｓ，Ｂｒａｃｈｉｄｏｎtｅｓ ｍａｓfiifeenｓiｓ，Ｃｒａｓｓｏｓtｒｅａ　ka切ａｕｃｈｉｄｅｎｓiｓ，Ｍａtｓｕｍｏtｏａ　ｕniｓｕｌｃａtａな

　どの表生二枚貝やＯｌｉｇｏｐりっxiｓ ｐ-yｒａｍｉｄａｅｆｏｒｒｒiiｓ，ＭｅｓｏｇｌａｕｃｏＴｉｉａ　ｓp.などの腹足類がある．こ

　れらにはとりたてて強い底質依存性は認められない．しかし一方，同様に狭塩性的な分布を示す

　種群の中にも，Ｅｏｍｉｏｄｏｎ　ｍａtｓｕbaｓｅｎｓiｓとNｅｍｏｃａｒdiij,ｍ.（ＮｅＴｎ.ｏｎｏ.ｒｄｉＴｉｍ.）kｙｕｓｈｕｅｎｓiｓのよ

　うに，底質との関連を示すものもある．

４．これとは対照的に，広い塩分の範囲(広塩性的)に産出する種群の中には，化石を含む堆積物

の粒度との関連が強く，分布が底質にも強く影響されていると考えざるをえない例がある．例え

　ば，Ｔｅtｏｒia　ｓh.iｓ図面ｅｎｓiｓは細粒砂岩に多いのに対し，同属のＴ.　ｍａtｓｕｒｒiotoiは泥岩に多い．

　また，　Ｐｓｅｕｄａｓaphiｓ　ｊａｐｏｎｉｃａは細粒砂岩に多く，Ｐｕlｓidiｓ　ｏｋａｄａｉは泥岩に多い．

　古環境の復元に当たり，現生生物のタクサを利用した環境指標をそのまま用いることが危険であ

ることについては，これまでたびたび指摘されてきた．しかし少なくとも，汽水域に関する限り，

中期白亜紀と現生との間にはそれほど大きな変化は起こっていないとも言える．すなわち，現在汽

水域に多いCorbiculidaeに属するＴｅtｏｒin.属は，白亜紀においても同様に汽水域に生息したと考

えられる七，同様にカキ類の分布についても現在と似ていて，マガキの住むような汽水域に生息し

たものと考えられる．こうしたいわば「保守的」な傾向は，塩分の変化に対する適応は生物にとっ

て深刻な課題であり，このような物理的ストレスの大きな環境においては，生物の示す適応には限

りがあることを反映しているのであろう．
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　もちろん，細かく見れば決して無視できない程度の変化が起こっている. Corbiculidaeのなかで

も，現生のマシジミは淡水域に分布を拡げているしよカキ類仁も海生種は少なくない．また，田代

(1994)が指摘するように，白亜紀の前期以後，汽水域に生息した二枚貝類が，徐々に海水域に進

出している傾向が認められている．このような現象を，さらに実証的に確かめていくことが今後の

重要な課題である．　　　　　　　　　　　　　　　　：　　ノ　　　　ノ
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図　版　１～３



１．古屋敷（Ⅲａ部層）の露頭における腹足類Oliｓbpt＾≫ｘiｓ ｐｗａｍｉｄａｅｆｏｒmiｓの密集層．

２．唐木崎（mb･c部層川こ見られる，ブレイザーヘッディングを示す極細粒砂岩・泥岩の細互層．

潮汐堆積物と考えられる．

３．汽水生貝類化石を産出する古屋敷（Ⅲａ部層）の露頭．現在，この露頭の大半がコンクリートに

　よって被覆されている．　　　　　　　　　　　∧　　　　二　十

４．林道古屋敷線沿いの露頭（mc部層）に見られる,ブレイザーヘッディングを示す極細粒砂岩・

　泥岩の細互層．潮汐堆積物と考えられる．　　　　　　　＼
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　版　２≒　　　．●

１．高松の道路沿いに分布しているｍｂ部層ト腹足類Ｏｌｉｇｏ誰皿iｓ　ｐ-ｙｒａＴＲｉｄｏｅｆ ｏｒmiｓを中心とした

　汽水生貝類(写真中央から右下の地層)，そ七でｿ淡水Ｒ　Ｔｒｉｇｏｎｉｏｉｄｅｓ(Ｋｕｍａｍｏもoa)mifｕｎｅｎｓiｓ

　(人物が見ている写真中央の地層)を産する‥十し　し　……　……　………　……

２。写真１中央部の拡大。　　　　　　　　　　　　　し　　　＼　　　:｡

2.写真２の中央部に見られる淡水貝Ｔ凡ｇｏｎｉｏｉｄｅｓ(Ｋｕｍａｍｏtｏａ) mif四回ｓiｓ.多くのものが合

　弁で立った状態で産し，生息姿勢がそのまま残っ犬ことを示している√　　　＝
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図　版　３

１．古屋敷(Ⅲａ部層)に見られる生痕化石Ｔｈａｌａｓｓｉｎｏｉｄｅｓ,　　：

2，Ｐtｅｒｏも八ｇｏｎｉａ[Pteroびigonia)ｓａｋａｋｕｒaiを含むmb･c部層○転石(唐本崎)．同じ層準からは

　自生産状を示すものもあり，合弁で立った状態で産出しかJﾚまた転石の上部には低角斜交層理が

見える．
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